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後 期 小 説 へ の模 索
Orlando-・ 考 　 察
瀬 尾 素 子
Tothe・LighthouseとTheWavesの間に書かれ たOrlandoは、
VirginiaWoolfの作品中で も特異 な位 置を占めている。親友の女流詩人
VictoriaSackville-Westの伝記に託 して、エ リザベス朝 には16才であ'り
途中で女性に変身 しつつ400年近 くを生 きて1928年現在36才で ある主人公
Orlandoを描 くとい う大胆 な試みの中で、作者 は、 その枠組か ら細 部 に至
るまで多層に渡 って、か らかい やパ ロデ ィや既定 の枠組 の裏返 し等 を楽 し
んでい る。事実、彼女 はOrlandoを"anescapade-afterseriousexper.
・m。n、。lb。 kざ11し記 述 、 て 、、、。 が 、 ま 、に そ れ は_連 の ・ser・。。ざ・嫉 験
(2)
小説群 のあい まに書かれた"awriter'sholiday"であ り"ajoke"であ
った。それ ぞれ の時代精神、史実 、実在人物 、ひいてはいわ ゆる伝統 小説 の
技 法等が、博学 な知識 を駆使 し虚実 と りまぜて爼 上に載 せ られ てい る。 だ
が一方 、書 き進 められ るにつれて、単 な るjokeにのみ とどまらぬ面の出
て きた ことを彼女は 日記の申で"toolongforajoke,andtoofrivolous
f。raser、。。。b。。ゼ13を認 め 、 又 ・h。lfl。ugh・ng,・。ifse。、 u。(4}と繕
い て い る 。 こ の"serious"な 半 面 を 考 え る時 、Orlandoと 同 時 期 に 書 か




こ こ4z述べ ら れ た"granite"と"rainbow"はVirginiaWoolfの 作 品
世 界 に 対 置 さ れ る 二 つ の イ メ ー ジ と し て し ば し ば 用 い られ て 、 さ ま ざ ま
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良 くも悪 くもTheWavesへとつきつめ られていったいわゆる"serious"
な実験小説群が踏み込んだ世界か らの転換の手がか りとして、0吻%40の
し コ ゆヲ
世界 を示 唆す るので ある。 しか もこの二者の融合 の試 み とい う"serlous
な面は、 あ くまで も"joke"の枠組 と荒 唐無稽 な設定 の中で、 い とも楽
しげに試 み られてい るので あ ら、パロデ ィと、後 の作品へ 展開す るserious
な試みの共存す る"halflaughing,halfserious"な世 界がOrlandoの
世界 とい え るのであ る。 細部か ら枠組にいた るまで 多層に わた ってjoke
とパ ロデ ィに みちた この作品 において、 ここで は 以下 時間の観点か ら、
TheWaves以後 の作品への展開の可能性 とい う面 を中心 に考察 して ゆき
たい。・'
Orlandoにおい てそ こか らの逃避 を試 みた と述べ られてい る 彼女のい
わ ゆる"seriOUS"な実験 小説群 の中では、二 つの時間即 ち物理的時間 と心理
的時間は、 それ ぞれ に存在 を主張 し侵蝕 しあいなが ら二 つなが らに存在 し
て いる。Mrs.Z)allowayのBigBenの様 に、TotheLighthouseの第二部
で暴威 をふ る う十年 という 時間の様 に、・そ してTheWavesのdescriptive




時間の介入により過 ぎ去 って しまう。しか もその瞬間は確かに充足感 とき







をおど していた死の要素 を取 り去 り、か わ りにtranceを導入 し、最 終的
に は二っの時間 を融和へ導 こ うと したのであ った。そ して その試 みは12時
の鐘 とtranceのくり返 しの中に段 階的にな され てい くのである。
Orlandoで12時の鐘 は四度鳴 り響 き、次の 日へ の移行 を告 げて 、不可逆
的に運行す る物理 的時 間の役割 を果す。一度 目の鐘は ロシアの姫 君Sasha
との駆 け落 ちの待 ち合せ時刻で ある。 氷 上での出会 いに始 まるSashaと
の恋 は"GreatFrost"と平行 して展開す る。 もの皆氷 りつ き日常 の営 み
を止 めた この"GreatFrost"は、物 理的時間 を瞬時凍結 して現われ た心
理的時間 と二 重写 しに語 られ る。Sashaとの出会いの 日、1月7日 以降 日
付は影 を潜め、 出会 いか ら三秒 もたたぬ うちにSashaの あ らゆるイメー
ジがか らみあい、 一夜 に してOrlandoはお どお どした少年 に別れ を告 げ
て一人前の貴 公子 にな る。等間 隔に運行す る物理的時問が消 え、心理 的時
間の領域 に入 ってい るのである。 この恋愛 のecstasyからな る凍結 され
た心理 的時間の中で、 駆 け落 ちの約束が なされ る。Orlandoははや くか
ら約束 の場所 で ときめ く心 を抱いて待 ってい る。 まだ心理 的時 間が持続 し
てい る。待 ちなが ら彼 はSashaがや って くる幻影 を見 る。 その時、 それ
が幻影 である ことを、 そ してSashaが 約束 の時間に来 ない とい ヴ現実 を
容赦 な くあば き、心理的時間を打 ち砕 いて鳴 り響 くのが12時の鐘 で ある。
 Sasha's  coming.... But the phantom vanished. Suddenly, with an 
awful and ominous voice, a voice full of horror and alarm which raised 
every hair of anguish in Orlando's soul, St. Paul's struck the first stroke 
of midnight. Four times more it struck remorselessly. (p. 57.)
それ までめ心理 的時間が 甘美 で あればあ る程 、 その衝撃 は激 しい。 凍結
され たecstasyにみちた心理的 時 間は12時 の鐘 に 打 ち砕かれ、 それは
"GreatFrost"が終 って氷の溶 けゆ く描写 と二重写 しになる。 この第一
の12時め鐘は苛酷 な現実 を告げ心 理的時間を断ち切 る物理的時間 として、
Mrs.DallowayにおけるBig:一 と同 じ役割 を 帯哉てい る。 まだ二 つ
の時間は融 和せ ずに葛藤 しつつ二 つなが らに存在す るのであ る。
そ して訪 れ るのが最初 のtranceである。Sashaの裏切 りに打 ちのめ さ
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れ たOrlandoは 自 ら の 館 で 七 日 聞"fastasleep...asifinatrance"
(P.'63)とい う状 態 で::り 込 む0語 り手 はtranceに つ い て 思 い 巡 らす0
   But if sleep it was, of what nature, we can scarcely refrain from 
asking, are such sleeps as  'these  ? Are they remedial measures—trances 
in which the most galling memories, events that seem likely to cripple 
life for ever, are brushed with a dark wing which rubs their harshness 
off and gilds them, even the ugliest and basest, with a lustre,  an  incan-
descence ? Has the finger of death to be laid on the tumult of life from 
time to time lest it rend us  asunder  ? Are we so made that we have to 
take death in small doses daily or we could not got on with the business 
of  living  ? (p. 64.)
12時の鐘 に よって 告 げられたSashaの 裏切 りとい う現 実に打 ちひ しがれ、
ずたずたに引 き裂かれか けていたOrlandoに対 して、 安 息 としての死 の
一時 的達成 として このtranceは設定 されたのであ る。 それ は苛酷 な現実
を告 げる物 理的時間 に打 ちの めされ直線 的に実 際の死へ とのめ りこんでゆ
かない為 の一種の予防手段、緩和装置 である。眠 りは毎 日一服ず つ服用す る
一時的死 であ り、一種 の自己喪失の世界であ りなが ら究極 としての死 と異
って 目覚 め を伴 うので ある。Orlandoにおいてtranceが軽 い もの も入 れ
ると数回、いずれ もclocktimeの打つ音 と関連 して現われ、常に 目覚 め
を伴 うのは 、Orlando自身 が400年近 く生 きなが ら老 い もせず 死の影 も感
じ られ ない ことと合せ て、TheWavesへ至 る、脅威で もあり又安息 で もあ
った死へ との め り込 んでい った 世界 か らの出口の 模索 と して 興 味深いO「
Orlandoにおけるtranceは、最終的 に歴史的時間にか らめ とちれ るまで、
"serious"な実験小説群 に顕著 に現れ る死の影 をは らい なが ら、物理 的時
間の威圧 の申で二 つの時間 の葛藤 を緩和す る役割 を果 してい くのである。(7)(6)
二度 目 と三度 目の12時の鐘 は時 の移 り行 きを告 げてその役 割 を 果 す以
外 、 と りわけて意 味を帯 びない。 又 、 二度 目のtranceはOrlandoの
男性 か ら女性への変身 の行 なわれ るtranceとして興 味深いが、 この作 品
の二 つの大 きな要素 であるandrogynyの問題 には本論では触 れないので、
ここでは一 つの別 の角度か らの融和 の試みで あると指摘す るに とどめる。
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物理的時間 を 表わす12時の鐘 と、 その威圧に 打 ちひしがれて しまわ な
い様に一種の緩和装置 乃至 は死 の代替手段 としてのtran㏄ は繰 り返 され
るが、 二つの時間は 融和へ 方向づ け られなが ら、 まだ交 互に現 われ るだ
けで あった。 そ してい よい、よ現在 、1928年10A11日へ と舞台 は 移 る。 こ
の一 日において午前11時と真夜申 の12時の二回時計は対照的に鳴 り響 く。
昼 の11時が 来た時、Orlandoは過去 に 思い をはせ 、夫Shelmerdineと




amatterofdispute."(P.275)と思いにふけ ってい る。 この時い きな り
頭 を殴 りつ け られたか の様 に、1畤 の鐘が彼女 に衝撃 を与 える。
The present again struck her on the head. Eleven times she was violently 
assaulted. 
   "Confound it all !" she cried
, for it is a great shock to the nervous 
system, hearing a clock strike. (p. 275.)
ま さにそれ は物理的時間の 心理的時間への 唐突で 衝撃的 な 介入で あ り、
続 いで1928年10月11日 木曜 日とカレンダーによる 日付が 提示 きれ る。
物理的時間 の介入でOrlandoは、今 まで生 きて きた時 々刻 々それ ぞれの
幾千 に もわた る自我を、時を刻む時 計のそ して カレンダーの時間に よって
``scrapsoftornpapertumblin
gfromasack"(P.276)の様 に切 り
刻 まれて しま う。5`trueself""keyself"(P.279)この幾千 もの 自我を
統合す る"sack"をOrlandoは切に求 めぎるを得 ない。
㌦デ 連のTheWauesへ と至 る作品において、 自我 は互い に主張 し合L丶
それ故に傷 つ け合 うか孤独 を 深 めてい くもので あった。唆 れ故 に"Who
(9)
amI?"と 自我 を模索 し続 けたTheWavesに おけるBernard等が到
αω達 したのはid
entity喪失 の世界で あ り、identity喪失の 中に"Iamyouノ'
とい う一 体感 を得たのであったdだ が この様な内へ の意識 の沈潜 とい う方
法 ばJdentity喪失 と死の中に しか求 める世界 を見 出せない とい う一種 の
袋小 路へ と入 り込 んでい く。OrlandoがTheWavesの前に書かれた作
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品 であ りなが ら、 一連 の実験小説群 か らの"escapade"と言いっっ一っ
の後の作 品へ の展開 の起点 となってい ることは既 に述べfiが、 ここで もや
は り自らのidentityが模索 され てい るので ある。,そしてOrlandoにお
いては、別 々にバ ラバ ラに存在す る幾千 もの自我 は、そ の各々の 自我の境
界 を こわす こと、 つ ま りidentity喪失 の中 にではな く、 時々刻 々と形 を
かえ る自我 を統合す る もの、つま り一瞬mの 変化の連続 として きれ ぎれ
に存在す る時 を統合す る もの、 ころが りおちる きれ ぎれ の自我をお さめる
"sack"としての 歴史的時間に か らめとられ ることによ り、"keyself"
を見 出す の である。
雷 の如 くに時計が四時 を告 げ るが、彼女は"realself"を得た故に・そ
の"shockoftime"(P.288)はさほ どではなかった。 再 び彼女は短 く
矼9
不完全だが一種のtrance状態 を感 じる。 しか し、 もはや彼女に とって物
理的時間は 威 圧的 ではない。 炉 や彼女は 実際 には6時20分に な ってい る
に もかかわ らず、4時30分 と まちがえる程 完 全に 時計の時間 を 忘れてい
α幻
る。時計の音が して も、 もはや何時か はわか らない。い や何時で もよいの
である。ただ望 ま しく快い夜が きた とい う意識 だけである。結びへ至 る部
分は次の様に語 られ る。
It was not necessary to faint now.... 
 "Ecstasy!" she (i. e. Orlando) cried,  "ecstasy  !" And then the wind 
sank, the waters grew calm; and she saw the waves rippling peacefully 
in the moonlight. 
 "  Marmaduke Bonthrop  Shelmerdine  !  " she cried, standing by the oak 
tree. 
   As she spoke, the first stroke of midnight sounded. 
   And as Shelmerdine, now grown a fine sea captain, hale, fresh-
coloured, and alert, leapt to the ground, there sprang up over his head 
a single wild bird. 
 "It is the  goose  !" Orlando cried.  "  The wild  goose...." 
   And the twelfth stroke of midnight sounded; the twelfth stroke of 




もはやtran㏄ 状 態す ら必要 ない。心理的時間 と、物 理的時間であ る時計
の打つ音 の葛藤 をtranceの插入 によって緩和 しつつ求 め られ て きた融 合
が遂 になった のである。ecstasyが彼女 を貫ぬ く。 夫Shelmerdineが戻
って来 る。 孤独 ではな くunityを感 じるecstasyにみちた甘美 な心理的
時間が到来す る。 しか も注 目すべ きは、 それは 真夜中の12時の 鐘の音 と
共に進行 し、 この作品が 「1928年10月11日木曜 日 真夜中12時の 鐘 」 と
い う記述 で 終 ることであ る。 充実感 と き らめきに あふれ る心 理 的 時 間
と、 等間隔に 不可逆的に 進行す る物 理的時間は、 一方 が一方 に侵触 して
い く形 ではな く、同時 に調和的 に存在 し得た ので ある。ま さに物理 的時間
と心理的時間 の"amalgamation"とい えよ う。VirginiaWoolfの作品
において は、作品 を しめ くくる最 終の文章 が深 い意 味を持つ。 その最後 が
物理的 な時間 どめにな り、 しか もそ こでecstasyにみちた"moment"
が得 られたのであ る。二 つの時間の融 合への展望でC)rlandoは終 る。
この様 に・ 特に12時の鐘 に 代表 され るclocktimeとtranceの効果
によ って最終 的に融 合 された二つの時間について、VirginiaWoolfはど
の様 に考 えていたのか。Orlandoの中で彼 女は今 まで しば しば述 べて きた
二 つの時間 についてはっ きり意識 してい る。
   But Time, unfortunately, though it  mikes animals and vegetables 
bloom and fade with amazing punctuality, has no such simple effect upon 
the mind of man. The mind of man, moreover, works with equal strange-
ness upon the body of time. An hour, once it lodges in the queer element 
of the human spirit, may be stretched to fifty or a hundred times its 
clock  length  ; on the other hand, an hour may be accurately represented 
on the timepiece of the mind by one second. This extraordinary  discrep-
ancy between time on the clock and time in the mind is less known than 
it should be and deserves fuller investigation. (p. 91.)
Orlando§々400年近 くの間に ほ とん ど年 脅 と らない主人容 を 描一{のに対
し.MYS.Dalloway,TotheLighthouse,TheWavesと続 く一連 の実
験小説群 では、何 らかの意味 で一 日とい う時 間の中に作品 を限定 しつつ、
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その一 日に流れ こむ登場 人物 の何十 年か の人 生を描 くとい う対照的 な方法
を とって いる。 これ ら一連 の実験小説 におい て、物理的時間の威圧は心 理
的時間 と しての ・"moment"をきれ ぎれで過 ぎ去 って ゆ くものに変 え、一
方心理的 時間 はその瞬間における充足 ときらめ きで物理的時間に刻印を押
して きた 。 一方 、Orlandoにおいては、 何 百年 間の禺来事 をほ とん ど年
老い ない主 人公の人生 の一 区間 としてみ るこ とに よ り、不可逆 的に運行 す
る物 理的 時間の進 みゆ くままに時々刻々千変万化 してい くきれ ぎれ の事象
は、一つ の変 らざる営 みに組み込 まれてい くので ある。歴史 の導入 であ る。
Virginia.Woolfはこの作品 においてhistoryとageを区別 して用い て
い る。 時 代(age)は物理的時間の運行 と共に み るみ る過 ぎ去 り変転 して
い く。 ヴ ィク トリア朝 になって 時代が あま りに も変 化 した状態 は"-Now,
allthatwaschanged."(P.218)と述 べ られ る。だがこの様 に、カレン







史的時間の 中にageを組み込むことは、 時間が刻々変化 してい く中で幾
一千の自我がきれぎれになりそうで一っのsackであるrealselfに組み込










心理的時間は威 圧 され る ことな く存在 し得た。歴史的時間の中にか らめ と
ろ うとす る意図によって二 つの時 間の融合への試 みは なされた。そ して、
この変 らぎる営 み として の歴史 を象徴的に表 わす ものの亠 つに、Orlando
の住む宏 大な館 があ る。
この宏 大な館 は365の寝室 と52の階段 を備 えてい る。 この寝室 が一 年の
日数、階段 が一年 の週 の数 を表 わす こ とは注 目されて きたが、 この一 年を
日割 り週割 りに した寝室 と階段 はカレンダーの時間即 ち物理的時間を表わ
してい る。 だがその様 な造作 を備 えつつ、 この館 はOrlandoが詩作 にふ
ける時には静謐 さを与 えなが ら、 エ リザベス朝 以前か ら存在 し、常 に変 ら
ずに幾 つかの時代 を経 て現代へ至 るまで存在 し続 け る。館 の主 が留守 であ
ろ うと、 孤独 の内に隠遁 しようと、 豪華 に 模様変 えを して 宴会 を催 そ う
と、常 に変 らず そ こにた ってい る。 変転 してい く物理的時間 としての365
の寝室 と52の階段 を内に備 えつつ、 常 に変 らず ある このOrlandoの館 は
"Nothinghaschanged.Thehouse,thegardenarepreciselyasthey




そ して さらに、 常 に変 らず存在す るもの として 注 目す べ きはoaktree
である。oaktreeは、Orlandoの宏大な 敷地内に 生 える 現実の 木で あ
る と共 に、Orlandoが16才の時か ら書 き続 けて36才の現在、 賞 をとった
詩 の題名 で もある。 木 としてのoaktreeは、 毎年 毎年芽 をふ き葉 を茂
らせては 又葉 を落 して い く移 りゆ きの中 で、 木 自体 は 何百年 も変 らず そ
こに存在 して、Orlandoが不安 な 時に もたれかか ってそのhardnessに身
をゆだねてやす らぎを感 じる対象 であった。そ して詩"TheOakTree"も、
Orlandoのさま ざまな環境 の変化 の中で、棄 て られ ることも失 なわれ るこ
ともな く書 きつがれて、遂 に賞 を得 た後 、木oaktreeの根元 に埋 め られ
る。木 と詩は一体化 し、以後 もあ らゆる変転す る状況 の中で存在 し続 け る




さ らに は、普通 に個人 が体験で きる年 数をはるか に越 えて、個人 の生を中
断す る死 の影す らな く、400年近 く生 きてほ とん ど年 をと らないOrlando自
身 の存在 、時 々刻 々変転す る さまざまなその時 その時 の経験 を身 に受 けて、
それ をか らめ とってお さめるsackとしてのkeyselfを見 出 し、最後 には
12時の鐘 を聞 きなが らecstasyあふれ る心理的時間 を体験す るOrlandoの
存在 こそ 、融 和の原動 力 として、歴史的時間を具現す る象徴 的な存在 である。鴨
以上、歴 史的時 間の導入 によ り、それ ぞれ侵触 しあい なが ら別々に存在す
る物理的 時間 と心理 的時間の融合 に至 る過程の中に、Orlandoにお ける、一
連の実験 小説群 の踏 み込 んだ世界か らの転換 め試 みを見 て きた。virginia
WoolfはOrlandoの後 に、 一連の 実験小説の 最 もつ きつ められた 形¢)
TheWavesを書い ているので、Orlando執筆 の時点 にTheWaves以
後の世界 への展開 をみ るのは早 い とい えるか もしれ ない。・だが一連の実験
小説 が息 ぬ きを必 要 と した とい う記述 は、それ らの実験小説で追求 されて
い く世界 の きわめ られ るが故 の一つ の限界の示唆 と、息ぬ きをきっかけ と
しての新 たな視点へ の 方向性が み られ ると思われ る。 もっともOrlando
に提示 された この試 みは、現 実には 不可能 な、400年生 きてほ とん ど年 を
とらない主人 公設定 の中には じめて可能に なった試みで あ り、荒唐無稽 な
jokeとしての枠組 をはず して、 通常の短い個 人の生 と、 その中に影 を落
とす死の 要素 をふま えた中で今一度追求 され直 すべ き一つの試みであった 。
.働
そ して事実、"firstcousintoOrlando"と作 者 自らが呼ぶTheYears
が、一 日の中に何十 年かを流れ こませ るのでな く日付 を挿入 して編年体 を
とりつっ"Thesunhadrisen..."(P.469)で結ばれ ることに、 又彼
女の最後 の小説BetweentheActsで、 イギ リスの歴 史を描 くpageant
が導 入 され る ことに、 再 びあ らわれて くるのであ る。 多層 にわた るjoke
を主 とした"awriter'sholiday"としてのOrlando世界の申で、 しか
も多分に荒唐無稽 な設定 に負い なが らも、"halflaughing,halfserious"
と作者にいわ しめた"serious"な半面 として 、 息 ぬ きの形 をと りなが ら
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